
4. 各部名称

1. 目次 3. 重要

●車の進行方向に対して「前向き取付け」で使用してください。
●身長100～105cmのお子様は、ヘッドクッションとインナーシートを
　使用してください。(詳細は次ページを参照ください。)
●身長105～150cmのお子様は、ヘッドクッションとインナーシートを
　取り外してください。

5. 使用条件

チャイルドシートを車両の座
席に置き、お子さまを車両シー
トベルトで拘束します。

肩ベルトガイド

腰ベルト
ガイド

コネクタ
調節レバー

ヘッドレスト

背もたれ

ベース

コネクタ解除レバー

コネクタ解除ボタン

高さ調整ボタン

ISOFIXコネクタ

折りたたみ
ボタン

ベース座面カバー
(縫製品)

取扱説明書入れ
車両ベルト(腰側)は、腰
骨の出来るだけ低い位
置にかけて下さい。
(7-2参照)
[2:腰ベルトガイド]は、
腰ベルトが通る位置の
おおよその目安です。

車両シートベルトは
[1:肩ベルトガイド]を
必ず通してください。

前 面

背 面

座面(カバー内部)

取扱説明書

身長

100-135cm

135-150cm

車両3点式シートベルト + ISOFIX

車両3点式シートベルト

車両3点式シートベルト + ISOFIX

車両3点式シートベルト

設置方法 許可タイプ

特定車両
ブースターシート 

i-Size
ブースターシート 

適合が不明な場合は、購入店、取扱代理店またはメーカーまでご連絡ください。

3-1.R129とは　i-Sizeとは

3-2.ISOFIXとは

安全に取付け作業をおこなうため、次のように作業スペースを確保してください。
●取付け作業は、ドアの全開閉操作が可能な、平坦な場所でお
こなってください。

●車内の作業スペースを確保するため、前座席を前に倒した
り、できるだけ前にスライドさせてから取付けてください。

●車両座席がリクライニングで倒れている場合は、標準の位
置、または車両の取扱説明書で指示されている位置に戻して
ください。

ISOFIX( アイソフィックス )とは、国際標準化機構によっ
て定められた車両のシートにチャイルドシートを固定す
る方式で、車両シートに設置された ISOFX 取付け金具を
使います。
本製品は、i-Size 適合の車両だけでなく、ISOFIX 表記や
マークのある車両に使用することが出来ます。

吸をクッョシに際の突衝（。トーシるいてっなにき向後、き向横●
収できません。）

●チャイルドシートを取付けると運転操作の妨げや、視界の妨げ
になるシート。

グッバアエドイサ（。トーシるいてれさ備装がクッバアエに方前●
のみの場合は使用できます。）

●助手席には取り付けないでください。　
●極端なバケットシート等、しっかりと固定ができないシート。

ISOFIX 表示

i-Size 表示

R129 とは、精度の高いダミー人形の使用や 側面衝突に関しての試
験等、  これまで以上に厳しい内容を定めたチャイルドシートに関す
る国連規則です。
i-Size とは、お客様が簡単・確実に取り付けすることが出来る 
ISOFIX 固定方式を用いたチャイルドシートのカテゴリーです。   
i-Size 適合車両のシートには、全般的に適合します。　※それ以外の
車両のシートについては、車両適合表をご確認ください。
また i-Size チャイルドシートでは、お子さまの成長にあわせて性能を
発揮する為に、お子さまの身長にあわせた使用方法となっています。

3-4.取付け可能な車両シートベルトの種類

ELR

AELR

その他

シートベルトを全て引き出した後
で巻き戻すと自動的に締まり、そ
れ以上伸びなくなる。（シートベル
トを全て巻き戻すと解除される）

シートベルトを全て引き出すと危
険です。シートベルトを一度戻し
て、チャイルドシート固定機能を
解除してから取付けてください。       

使用できません。
上記にあてはまらないシートベ
ルト。

ゆっくり引くと自由に出入りし、
勢いよく引くとロックする。

ゆっくりとシートベルトを引き出
して取付けてください。

シートベルトの種類と特徴 前向きの取付け注意点

OK?
記載内容を守らないと、生命の危機または、重大な傷害につながるおそれがあります。 記載内容を守らないと傷害または事故につながるおそれがあります。

●お子さまを乗せる際には、本製品の取付け状態を再確認し、正
しい状態で走行してください。 また、走行中や走行後も異常

態状な全安、し車停は認確（ 。いさだくてし認確をとこいなが
でおこなってください。）

●本製品にお子さまを乗せたまま車両への取付け・取りはずし
はしないでください。

●お子さまの乗り降りの際など、本製品の端に体重をかけると、
転倒してケガなどをするおそれがあります。

●お子さまが本製品の上で立ち上がったり、中腰になったりしな
いよう、注意してください。また、お子さまの遊び道具にしない
でください。

●衝突の際、傷害を与える可能性のある荷物などはしっかり固
定しておいてください。

●車両シートの材質、形状により、キズや跡がつく場合がありま
すので注意してください。本製品と車両シートが接する面には
タオルなどをあてて、使用してください。

●可動式シートまたは車両のドアに剛性部分（プラスチック部分
等）がはさまれないように本製品を取付けてください。

●ベルトを鋭利なもので傷つけないように注意してください。
●本製品を車両以外では使用しないでください。
●本製品を取付ける際は、取付ける車両の取扱説明書をあわせ
てお読みください。

●お子さまだけで乗り降りすると危険です。乗せ降ろしは必ず
保護者の方がおこなってください。

●本製品を持ち運ぶときは、ベース部以外をもたないでくださ
い。故障の原因となります。

●爪をのばしていたり、付け爪をしていると拘束や調節操作をす
る際、巻き込まれるおそれがありますので注意してください。

●本製品は取扱説明書どおりに固定してください。
●お子さまの不特定な行動により、ベルトや製品構造の一部が首
にかかるおそれがあるため、必ず保護者が同乗し、使用してく
ださい。

●腰ベルトで骨盤がしっかりと拘束されるように、必ず腰ベルト
を低く下げて着用させてください。

●座席の形状などにより、取扱説明書どおりに固定できないとき
は、他の座席に取付けてください。

●後部座席に人が乗る場合の 2 ドア・3 ドア車の助手席や、
1BOX車やミニバンのセカンドシート乗降口側には、緊急時の
脱出口確保のため、取付けないでください。

●事故の衝撃や製品の落下など一度でも衝撃を受けた本製品
は、外観に破損がなくても絶対に使用せず交換してください。

●本製品の布製のカバーで覆われていない部分や金属部は、直
射日光により高温になる可能性があります。お子さまがやけど
をしないよう、直射日光を避け各部が高温でないことを確認し
てからご使用ください。

●本製品を改造したり、カバー類・クッション類を取りはずして
使用しないでください。

●シートカバーをはずしての使用、または専用カバー以外での使
用はしない おるえ与を響影に能性全安の時突衝（。いさだくで
それがあります。）

●車の座席にクッションや座布団を敷いたまま、取付けないでく
ださい。しっかり固定されません。

●お子さまを車内にひとりで放置することは絶対にしないでくだ
さい。

●運転中に本製品の操作をしないでください。
●エアバッグ装備の座席には使用しないでください。衝突時、エア
バッグの作動により強い衝撃を受け危険です。

❶
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100cm

105cm

100cm～105cm

～

ヘッドクッション

インナーシート

105cm

150cm

105cm～150cm

～

ヘッドクッション

インナーシート

車両シートベルト定の場合

3-5.取付けできないシート3-5.取付けできないシート

3-6.作業スペースの確保3-6.作業スペースの確保

●本製品は、i-Size(アイサイズ )ブースターシート(身長 100～135cm)と、特定車両
ブースターシート(身長 135～150cm)として、UN規則No.129(UN R129/03)
に基づいて認可されています。

●i-Size( アイサイズ ) ブースターシートとして、車両メーカーの取扱説明書によって示
されるアイサイズ適合車両の着座位置で主に使用するものとして認可されています。

●アイサイズ適合車両のシート以外や、特定車両ブースターシートの使用条件 ( 身長
135～150cm)では、車両適合表および車両の取扱説明書をご確認ください。

3-3.適合の確認

車両バックルのプレスボタン
を押してシートベルトのロッ
クを解除し、お子さまにかか
っているシートベルトをはず
します。

衝突などの緊急時には、
あわてず速やかにお子さま
を救出してください。

緊急時には 車両バックルのプレスボタンを
押しても、タングプレートがは

ずれない場合はシートベルトカッター
（市販品 ) などで車両シートベルトを
切断してお子さまを救出してください。

チャイルドシートを [6:ISOFIX
コネクタ ] を ISOFIX 取付け金
具に固定して､お子さまを車両シ
ートベルトで拘束します。

ISOFIX取付け金具＋車両シートベルト

カチッ

はじめにシリアルNo.をお控えください。

こちらからweb登録ができます。

※車両への取付け後、車両シートでシリアル
　No.が見えにくい場合があります。

「本取扱説明書」(表面上方の保証書 )、および同梱の
「チャイルドシート保険兼お客様登録ハガキ」に「シ
リアルNo.」の記入欄があります。  
車両への取付けをおこなう前に本製品背面下方にあ
る「シリアルNo.」をお控えください。

このたびは、本製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
本製品は、正しく使用されている際にのみ安全性と快適性を発揮するよう設計されています。
ご使用の前に必ず本書をお読みの上、記載された内容にしたがって正しくお使いください。
チャイルドシートは、交通事故などの際にお子さまの傷害を軽減することを目的としており、
必ずしも事故からお子さまを無傷で守るものではありません。
この取扱説明書は、取扱説明書ポケットに入れて大切に保管し、必要に応じてお読みください。
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カチッ

6. 事前準備
6-1.インナークッションの使用

WD
015

100
-10
5CM

座面カバーの裏側にクッションを取付
け、4つのプラスチックボタンで固定
します。

●お子様の身長が100≦身長≦105cm
の場合は、ベースのインナーシートを使
用して、座面カバーを上部スナップの位
置に取付けてください。

●お子様の身長が105cmを超える場合
は、ベースの内側パッドを取りはずし、
ベースファブリックカバーを下部スナッ
プの位置に取付けてください。

ヘッドクッション ヘッドクッション

インナー
シート

インナー
シート

座面カバー
(縫製品)

座面カバー
(縫製品)

ボタン

上部ボタン

下部ボタン

インナー
シート

[4:高さ調整ボタン」を引き上げて、ヘッドレ
ストの高さを調整します。

ヘッドレスト高さを調整すると、連動して背
もたれにある肩ベルトガイドの高さが変わり
ます。

6-2.ヘッドレストの調整

6-3.ISOFIXコネクタを使用する
[3: コネクタ調整レバー ]を引くと、[6:ISOFIXコネクタ ] が自動的に最大に飛び
出します。
[3: コネクタ調整レバー ]を引きながら、[6:ISOFIX コネクタ ]を内側に押すと、
[6:ISOFIXコネクタ ]を納めることができます。

ISOFIX取付け金具の位置を確認し、製品全体をゆっくり押し込み、左右の[6：
ISOFIXコネクタ]をISOFIX取付け金具に接続します。
左右それぞれのコネクタから「カチッ」と音が聞こえるまで製品を押し込み、左右の
[7：コネクタ解除レバー]の表示が「赤色」から「緑色」に変わったことを確認する。次
に、[3:コネクタ調整レバー]を引きながら、チャイルドシートを車両シート内側に押
し込みます。
製品を前後させ、[6：ISOFIXコネクタ]が伸縮しない（ロックされている）ことを確認
する。

[6:ISOFIXコネクタ]を使用しない設置方法です。 車両にコネクタがある場合には、7
の設置方法でご使用ください。
[6:ISOFIXコネクタ]は収納された状態にします。
チャイルドシートを、車両シートのなるべく深い位置(車両シートの背もたれ側)に設置
します。

7-2と同様の方法で、車両のベルトでお子さまを拘束します。

車両のベルトでお子さまを拘束します。 
ヘッドレストの高さを一番高い位置に調整し、お子さまを奥深く座らせてください。 
車両ベルトを引き出し、チャイルドシートの[1:肩ベルトガイド]と[2:腰ベルトガイド]付
近を通し、車両バックルに『カチッ』と音がするまで差し込みます。 
・各ベルトガイド部は、緑色に着色されています。
・肩ベルトガイドは、片側のみ使用します。 

ヘッドレストを調整し、[1:肩ベルトガイド]が肩と同じ高さか、やや高めの位置になる
ように調整してください。(6-2 参照)

[3:コネクタ調整レバー]を引き、[6:ISOFIX
コネクタ]を飛び出させます。

背もたれを折り畳み、コンパクトに収納する事が出来ます。
ヘッドクッションを内側に折りたたんでください。

背もたれ背面の [5: 折りたたみボタン]を押して、椅子本体を内側に向けシートを
折りたたみます。

6-4.シートの収納

7. 車両に取付け
身長100～150cm ISOFIXコネクタ+車両３点式シートベルト 7-2.お子さまを乗せる

8. 車両に取付け

8-1.身長100－150cm　車両３点式シートベルト

8-2.お子さまを乗せる

10. お手入れ方法

赤

緑 [8:コネクタ解除ボタン]を
押したまま[7:コネクタ解除
レバー]を内側に引いて、
[6:ISOFIXコネクタ]を車両
のISOFIX取り付け金具から
引き離してください。
操作しずらい場合は、[3:コ
ネクタ調整レバー]を操作し
シートを手前に引き出して
ください。

9. シートの取りはずし
シートの取りはずし

[7:コネクタ解除レバー]

[8:コネクタ解除ボタン]

7-1.1

7-1.2 7-1.3

7-2.1

6-4.1

6-2.1

6-3.1 6-3.2

6-4.2

6-4.3 6-4.4

8-1.1 8-1.2

※製品には万全を期しておりますが、万一不都合な点がございましたら当社お客様相談室へご連絡ください。  ※製品の性能向上のため、予告なく仕様を変更することがあります。

ISOFIXコネクタ+車両３点式シートベルト 車両３点式シートベルト

調整可能なヘッドレストの位
置は7つあります。お子様の肩
の高さにあわせて[1:肩ベルト
ガイド]の高さを調整してくだ
さい。
同じ高さにならない場合は、
一段高い位置を使用してくだ
さい。

低すぎる 肩と同じか、
やや高め 高すぎる

位
置肩

シートカバーは本製品の安全性能に非常に重要であるため、必ず純正のカバーのみを使
用してください。交換用のシートカバーは、小売店、代理店、またはメーカーから入手で
きます。チャイルドシートはカバーなしで使用しないでください。

警告

日常のお手入れ方法
●取りはずしできるクッション類は取りはずしてから洗濯してください。 (一部商品によっては無いものが
あります。)

●樹脂部やクッション類は固く絞ったタオルや乾いたタオルなどで拭いてください。
●掃除機などで、ほこりやごみを取ってください。
●飲み物など、しみの残りやすいものをこぼしたときは、乾かないうちに拭き取ってください。
●部品のお取り寄せは、型式と品番を確認の上、購入店、取扱代理店またはメーカーまでご連絡ください。

中性洗剤を原液で使用したり、ガソリン、ベンジンなどの有機溶剤は使用しないでください。
本体、表面の生地、ベルト類をいためるおそれがあり危険です。

カチッ

お子さまの身長が100≦身長≦105cmの場合は、ヘッドクッション+イン
ナーシートをチャイルドシートに取付けてください。
インナーシートは、座面カバーの内部に設置されています。

注意

車両ベルト(腰側)は、腰骨の出来るだけ低い位置にかかるように調整し、たるみが
無いように腰部に密着させてください。

[2:腰ベルトガイド]は、腰ベルトが通る位置のおおよその目安です。
腰ベルトが、お子さまの腹部ではなく腰骨の出来るだけ低い位置を通っていれば
[2:腰ベルトガイド]から外れていても問題ありません。 

お子さまの動きなどで車両ベルトが緩
んだときは、車両ベルトのたるみが無
い様、密着させて使用してください。

警告

お子さまの腕は必ずシートベルトの上
に出してください。警告

ISOFIXコネクタを
接続しない

本装置はアイサイズブースターシート改良型幼児拘束装置です。本装置は、車両メーカーに
よって車両ユーザーズマニュアルに記載されている「アイサイズ着席位置」で主に使用する
ものとして、UN規制No.129に従って認可されています。
ご不明な点がございました、改良型幼児拘束装置メーカーまたは販売店にお問い合わせく
ださい。

ご案内

11. 保管／廃棄の仕方
保管

廃棄 ●お住まいの各自治体の規定にしたがって処分、廃棄してください。
●衝突事故や製品を落下させるなど、一度でも強い衝撃を受けたチャイルドシート
は、外観に破損がなくても絶対に使用しないでください。処分する場合は、本製品
が再利用されないようシートカバーなどをはずして、廃棄してください。

●製品本体を長期間使用しない場合は、車から降ろし、お子さまの手が届かない、
風通しのよい場所で直射日光を避けて保管してください。

7-1.車両への取付け

身長100～150cm　車両３点式シートベルト

8-1.車両への取付け

シートカバーなどの縫製品の洗い方
●塩素系漂白剤は使用しないでく
ださい。

●洗濯後は、脱水機、乾燥機はさけ、
タオルなどで押し絞りし、風通し
のよい日かげに干してください。

●アイロン掛けはしないでく
ださい。

●中性洗剤を使用して、水またはぬるま湯で押し洗いしてください。


